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 ち
地

か

下に
みずうみ

湖 ができるって
ほんとう

本当なの 

●
ち か す い

地下水が
なが

流れる 

 
ちじょう

地上に
あめ

雨が
ふ

降ると、
ふ

降った
あまみず

雨水の
い ち ぶ

一部は
じょうはつ

蒸発し、
い ち ぶ

一部は
ち

地
か

下にしみこみ、
のこ

残りは
じ め ん

地面を
なが

流

れて
かわ

川になったり、
かわ

川の
みず

水に
なが

流れこんだりします。 

 
ち

地
か

下にしみこんだ
あまみず

雨水を、
ち か す い

地下水といいます。
ち か す い

地下水は、
つち

土や
しょくぶつ

植物の
ね

根に
しめ

湿り
け

気をあた

えますが、
みず

水を
とお

通しやすい
ち そ う

地層の
なか

中を、ずっとしみこんでいって、ねん
ど

土や
がんせき

岩石などの、
みず

水

を
とお

通しにくい
ち そ う

地層の
うえ

上にたまります。 

 ねん
ど

土や
がんせき

岩石の
そう

層が、かたむいている
ところ

所では、そのかたむきにそって、
ち か す い

地下水は
なが

流れま

す。
ち か す い

地下水が
なが

流れている
ところ

所では、
ち か す い

地下水のはたらきによって、いろいろと
ちけい

地形が
か

変わって

いきます。 

●
ち か す い

地下水のはたらきで、
ち

地
か

下に
みずうみ

湖 ができる 

 
ち か す い

地下水のはたらきによって、いろいろな
ちけい

地形に
か

変わっていく
ところ

所は、おもに、
せっかいがん

石灰岩でで

きた
ち い き

地域に
おお

多く
み

見られます。 

 
ち か す い

地下水が、
せっかいがん

石灰岩の
なか

中を
なが

流れていくときに、
ち か す い

地下水は、
せっかいがん

石灰岩をけずって、とかしていき

ます。
なが

長い
ねんげつ

年月の
あいだ

間に、
せっかいがん

石灰岩が
ふか

深くけずられてしょう
にゅうどう

乳洞ができ、その
なか

中に
ち か す い

地下水がた

まり、
みずうみ

湖 ができるのです。これを、
ち て い こ

地底湖といいます。 

 
いわてけん

岩手県の
ちゅうとうぶ

中東部、
いわいずみちょう

岩泉町 にある
りゅうせんどう

龍泉洞の、しょう
にゅうどう

乳洞の
なか

中は、きれいな
ち か す い

地下水が
かわ

川と

なって
なが

流れていて、
ふか

深い
ち て い こ

地底湖ができています。（監修・国司 真） 

 


